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【令和５年度実績】 

1. サイクトロンセンターとの組織統合による新しいサイエンスの展開 

「研究」 

No.29 (2)-2 大型研究施設等を積極的に活用した戦略的研究連携の推進, No.28 (2)-1 国際共

同利用・共同研究拠点及び共同利用・共同研究拠点の機能強化, No.23 (3)-2 卓越した研究を基

盤とした産業界等との共創教育の展開, No.32 (3)-2 新規医療イノベーションの創出 

実績報告 

東北大学が有する大型電子加速器並びに大型サイクロトロンからの良質で大強度の量子ビーム

を利用し生成される、 

①多種多様な短寿命 RIの利活用を通じた、基礎科学から医学応用まで広い学術分野研究、異

分野連携研究並びに人材育成に貢献、 

②電子ビーム並びにイオンビームで生成される多様な RIの安定供給通して、科研費「短寿

命 RI 供給プラットフォーム」をその中核研究機関として強力に推進、 

③短寿命 RI による基礎研究にとどまらず、癌をはじめとする疾病の診断・治療用の短寿命 RI薬

剤開発など RI の有用利用に関する開発研究拠点形成 

④国内随一の RI 利用環境提供による有用人材育成並びに新しい放射線科学分野の開拓を主

導 

の４つの課題の実現を目指し、R6概算要求「多種多様な RI供給能力強化・利用拡大による新た

な学術研究・教育システムの構築〜先端量子ビーム科学研究センターの設置〜」を文部科学省

に提出した。本事業が認められ、令和 6年 4月から電子光理学研究センターとサイクロトロン・ラ

ジオアイソトープセンターを統合した先端量子ビーム科学研究センターが発足することとなった。 
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2. 共同利用・共同研究拠点の活動・成果向上への取り組み 

「研究」 

No.28 (2)-1 国際共同利用・共同研究拠点及び共同利用・共同研究拠点の機能強化, No.29 (2)-

2 大型研究施設等を積極的に活用した戦略的研究連携の推進, No.18 (1)-1 自由な発想に基づく

基礎研究の推進および新興・分野融合研究の開拓 

実績報告 

【共同利用者数】 

近年、海外の大型装置の検出器の開発研究や電子光での陽子半径測定の本格開始等を受け、

当センターを利用する共同利用者数はのべ 2300人前後と安定的しています。本年度も次世代

を担う大学院生、並びに外国人研究者数の伸びが顕著である。これは世界的に見て、電子光の

設備を利用した研究が重要なことの表れであると考えられる。今後も、従来の共同利用者に加

え、新しい共同利用研究を呼び込む努力を継続する。 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/RARIS.png
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1966年開設当初から当センターは電子加速器を国内外研究者に開放し実質的に共同利用を実

施してきているが、長年の共同利用の経験に基づくきめ細やかな当センターの共同利用・共同研

究支援体制は外部利用者に大変好評を博している。原子核・素粒子分野では、KEK や J-

PARC 、理研、ILC 等の大型加速器施設や SuperKamiokande  等の日本が誇る先端研究施設

で使用される検出器は、ほぼ例外なく当センターの電子光ビームを利用した開発研究が行われて

おり、若手研究者育成を始め我が国が牽引する素粒子原子核研究を支えている。これは本学が

誇るべき実績である。 

  

【加速器運転時間と消費電力】 

震災以降からの電気料金高騰傾向に加え 2022年のロシアによるウクライナ侵攻の影響で電気

料金は急騰し、大電力を消費する大型加速器の運転時間確保は大変困難になっている。下図は

年間の加速器の総運転時間（青棒）と総消費電力（オレンジ線）を表している。近年はほぼ年間 

2000時間の運転時間を確保しつつ、使用電力は減少傾向にある。これは、後で述べる２台の加

速器の運転時間割合の変化とともに、さまざまな節電努力によって実現している。 

日常的な節電努力に加え、ここ数年センター内のすべての機器の消費電力を徹底的に調査し最

も効率的な動作条件での運転を心がけるようにした。この努力と国並びに大学からの光熱水料補

助もあり、今年度はほぼ予定通り共同利用を実施できた。今後も大電力消費の加速器だけでな

く、さらに研究室等での節電対策も進め、加速器の共同利用を滞りなく推進できる環境を整えてい

る。 
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【異分野融合を目指した拠点シンポジウムの開催】 

共同利用• 共同研究者の異分野間の交流を更に推進するために、毎年拠点シンポジウム（共同

利用成果発表会）を開催している。令和５年度は、3月１日に対面＋リモートのハイブリッド形式で

開催し、96 名のセンター利用者が集った。企画講演は、東北大学金属材料研究所の佐々木孝彦

センター長、立教大学 の瀧  雅人准教授にお願いした。 

佐々木先生は、令和５年度の国立大学附置研究所・センター会議議長という立場から、大学附置

研究所・センターの期待されている役割や今後の政策動向について、及び佐々木先生が展開さ

れてきた有機物質中パイ電子が織りなす物理についてご講演いただいた。瀧先生には最近話題

となっている deep leaning の基礎から、応用、特に基礎科学分野における応用についてご講演

いただいた。 
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 ELPH-SYMPO-2024.png,  運転時間.png,  共同利用者３.png 

 

3. 国際共同研究の推進 

「研究」 

No.28 (2)-1 国際共同利用・共同研究拠点及び共同利用・共同研究拠点の機能強化 

実績報告 

①「クォーク核物理研究」：ハドロン光生成に関する共同研究 SPring-8/LEPS2実験を継続してい

る。現在、科学研究費補助金（基盤研究(S),(A)）を受け、センター保有の大型電磁カロリーメータ

ーの整備を進め,物理データ収集準備を進めた。また、科学研究費補助金（新学術領域）の支援

を受け建設した大型スペクトロメーターの建設が終了、物理データ取得が開始した。J-PARCにお

けるハドロン物理の共同研究を推進している。当該年度、J-PARCおいて４ΛHの高精度寿命測

定に成功、学術論文として公表した。現在、原子核物理学において大問題になっているハイパー

トライトン寿命高精度測定の準備を進めている。またイタリア・フラスカティ DAΦNE加速器におけ

る反 K中間子原子脱励起 X線精密測定を新たに開始した。 

  

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/ELPH-SYMPO-2024.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E9%81%8B%E8%BB%A2%E6%99%82%E9%96%93_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%85%B1%E5%90%8C%E5%88%A9%E7%94%A8%E8%80%85%EF%BC%93.png


（23 電子光理学研究センター） 

6 

 

②「不安定核物理研究」：オンライン生成の不安定核を標的とした世界初の電子散乱成功並びに

論文発表した。現在更なるルミノシティー増強を目指し以下の研究を進めている。１）電子入射器

のパワー増強による不安定核生成能力向上、２）蓄積電子ビームの一層の安定化のため新キャ

ビティー導入 
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③「高精度原子核物理研究」 

陽子並びに中性子電荷半径：史上際低エネルギー電子散乱による陽子半径測定を継続するとと

もに、重陽子半径測定を開始する。データ解析を進め陽子半径と重陽子半径値を組み合わせる

ことで、最も信頼度の高い中性子電荷半径値の決定に挑んでいる。また、原子核の中性子分布

半径決定：われわれが発見した低エネルギー電子散乱による原子核の中性子分布測定方法を

208Pb 核に適応し中性子分布半径の目指した研究を開始した。。並行して、理研 SCRIT 施設で

の中性子過剰不安定核との電子散乱実験による中性子分布半径決定に向けた検討を進めてい

る。 

 

 SCRIT2.png,  proton.png,  JPARC.png 

 

4. 大強度電子加速器で生成する短寿命 RIの核医学への応用 

「研究」 

No.29 (2)-2 大型研究施設等を積極的に活用した戦略的研究連携の推進, No.28 (2)-1 国際共

同利用・共同研究拠点及び共同利用・共同研究拠点の機能強化, No.23 (3)-2 卓越した研究を基

盤とした産業界等との共創教育の展開, No.32 (3)-2 新規医療イノベーションの創出 

実績報告 

短寿命 RIを利用する研究は、がん治療への応用をはじめとする核医学分野、医療診断のため

のイメージング技術への応用など幅広い分野に必要とされているものの一つです。電子光理学研

究センターは、センター保有の大強度電子加速器を利用し近年核医学分野において重要視され

ているアクチニウム２２５の安定的な生成技術確立のための基礎研究やテクネチウム製造・利用

等に関する研究を共同研究事業として継続してきた。令和 5年度、大強度電子線形加速器を使っ

たアクチニウム２２５の安定的な製造に向けた日立製作所との共同研究の継続のみならず、電子

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/SCRIT2_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/proton.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/JPARC.png
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線形加速器及び活性炭クロマトグラフィー装置を用いて製造したテクネチウム製剤「過テクネチウ

ム酸ナトリウム」の薬効を証明することに成功、プレスリリースを行なった。この成果は電子加速

器で生成するテクネチウムの医療利用に向けた第一歩を踏み出した。 

 

 テクネチウム.png 

 

5. 大型科研費を含む科研費の採択実績の学内トップクラスの維持・更なる

向上 

「研究」 

No.18 (1)-1 自由な発想に基づく基礎研究の推進および新興・分野融合研究の開拓, No.22 (3)-1 

優秀な若手研究者の活躍促進 

実績報告 

令和 5年度、継続中の基盤(S)2本に加え、基盤(A)２件、その他基盤(B)が 2件、挑戦的研究(萌

芽)2件に加え、基盤(A)１本、挑戦的研究(開拓)１件、挑戦的研究(萌芽)１件等が採択された。現

在、教員のほぼ全てが科研費の交付を受け独自の研究を展開している。令和 5年度の直接経費

受け入れ総額は 9,350万円であった。この金額は、当センターが受け入れている運営費交付金

のほぼ半分の額である。今後も研究力アップのためにセンター構成員の研究時間確保等の取り

組みを進めています。 

 

6. 教員の研究時間確保の取組 

「教員の研究時間確保」 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%83%86%E3%82%AF%E3%83%8D%E3%83%81%E3%82%A6%E3%83%A0.png
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No.21 (2)-2 多様な研究力を引き出す研究支援機能の充実・強化, No.46 (1)-2 全学 DX による

デジタル・キャンパスの推進 

実績報告 

・放射線作業従事者登録に必要な放射線安全教育資料の充実、教育ビデオを作成することによ

り、安全教育担当教員の負担を低減した。また、共同利用者にとっても受講時間に対する制約を

低減することになり、時間的余裕を持て共同利用実験を実施できる環境を提供できた。 

・加速器運転状況等、放射線管理区域内への入域状況を現場に来なくても確認できるよう、管理

システムをオンライン化した。 

・研究支援の面においては、委託研究契約等において会計実績報告書を事務的に作成すること

により、教員の委託研究契約等に係る事務手続きを大幅に削減し、教員の研究時間確保に大きく

貢献。また、科研費アプリを活用することにより、教員自身が使用金額を登録する手間がなくな

り、会計実績作成について大いに効率化した。 

・対面で行う必要の無い会議・打ち合わせは積極的にオンラインで実施している。また、運営に関

わる会議での報告事項の簡素化により、会議の時間の大幅な圧縮が実現できた。 

以上の取り組みの結果、教員の研究時間確保に繋げることができた。 


